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1 はじめに 

本実習は情報電気電子工学科１年次の必修科目として本年度から始まった新規の実習テーマである。本実

習の支援を電気情報技術系の技術職員が行ったのでここに報告する。 

2 内容 

実習は 1 年次学生が A組、B 組の２グループに分かれており、A組が前期月曜 3・4 限に、B 組が後期月曜

3・4限に実施され、それぞれ 2名の技術職員が支援している。 

演習では、「入学早々の学生に対し、簡単な「ものづくり」を通じて、ものづくりの基礎的な考え方と工学

の楽しさを経験させ、学習に対する意欲向上を狙う」ことを目的としており、「LEGO マインドストーム NXT

によるロボットの製作とプログラミング言語による制御体験」を行ってもらった。具体的には、LEGO マイ

ンドストーム NXT を用い、与えられたコースを走破できるようなライントレースカー（※図 1）を作製しプ

ログラミングするというものである。実習の最後に各班の走行タイムと得点を競わせる走行会（※図２）を

行った。また、デザインレビュー、最終報告会と２回のプレゼンが設けられておりプレゼン能力の向上を目

指している。 

我々は主にプレゼン時の質疑による指導、TA指導、環境整備・機材準備など実習がスムーズに行われるよ

う支援した。 

3 まとめ 

本実習は開講初年度であり、学生がどのような取り組み姿勢を見せるのか予測できなかったが、おおむね

楽しみながら実習を取り組んでいたように見えた。指導方針として「質問されても答えを教えず自ら考えさ

せる」としていたため放任になりすぎ、中だるみしてしまう班も見受けられたので、今年度の経験を活かし

て次年度以降の指導に臨みたい。 

 

     

  図１．ライントレースカーの例             図２．走行会風景 
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